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GUIDE BOOK

山形エクセレントデザイン
ガイドブック



2 3

YA
M

A
G

ATA
 E

XC
E

LLE
N

T D
E

S
IG

N
 -G

U
ID

E
 B

O
O

K- YA
M

A
G

AT
A

 E
XC

E
LL

E
N

T 
D

E
S

IG
N

 -
G

U
ID

E
 B

O
O

K-

山形エクセレントデザインの仕組み
応募を入口として、デザインをより効果的に活用し、製品やサービスを
レベルアップできる流れを構築しています。

山形エクセレントデザインマークの使用
選考

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！

パンフレット・ホームページ・展示会での紹介

各種イベント・媒体での露出

ブラッシュアップスクールへの優先的参加（販路開拓支援）

デザイナーマッチング会〝デザ縁〞への優先的参加

個別デザイン相談会への参加

山形エクセレントデザインは、競争力の強
い商品づくりとデザインマインドの向上を
目指す事業として平成 9 年 ( 1997年) から
スタートしました。
デザインとは「モノの色や形だけでなく、
問題解決のために計画を立て、いろいろと
創意工夫する行為」です。山形エクセレン
トデザインでは、この視点に基づき、県内
でつくられた優れたデザインの「モノ」「コ
ト」を選定・顕彰しています。
また、より良いモノづくりのための勉強会
や企業とデザイナーが良い関係を築くため
の出会いの場〝デザ縁〞を開催するなど、デ
ザインをより効果的に活用し、製品やサー
ビスをレベルアップできる仕組みとなって
います。

選定は隔年で行い、各分野の専門家による
審査委員によって約15点が選ばれるほか、
今後の取り組みにより活躍が期待される企
業を奨励企業として選出します。翌年は、
PR・育成の年として様々な取り組みを行い
ます。

受賞製品には山形エクセレントデザインの
ロゴマークが使用できます（無料）。

受賞製品パンフレットを作成し、
関係各所に配布するとともに、「や
まがたのデザイン」ホームページ
で紹介します。

受賞製品を広く知ってもらう展示会を開催するほか、県のブランド
プロモーションへの参加等、露出の機会が広がります。

販路拡大に向けた勉強会を行い、
次年度展示会等への出展を目指し
ます 。

デザイナーの仕事紹介・交流会を
行い、企業がデザインを活用した
新たなものづくり等に取り組む
きっかけを作ります。

希望者には審査委員から直接アド
バイスをいただく個別デザイン相
談会を行います。

・自社の強み、技術、素材を活かし新たな価値を生み出している。
・地域の生活文化に根ざし豊かな暮らしを提案している。
・これからの地域の問題解決につながる。
・全体的に調和がとれ美しく、完成度が高い。

過去５年以内に、県内で企画・開発・生産され、開催年の12月までに
ユーザーが購入または利用できるもの・こと。

選考のポイント

応募条件

山形エクセレントデザインとは 受賞・応募のメリット

応募 受賞企業

奨励企業

応募企業
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山形エクセレント
デザイン展

ブラッシュアップスクール・
バイヤー向け見本市への
出展

パンフレット・
ホームページ・
県関連イベントでの紹介

デザイナーとのマッチング
〝デザ縁〞

選定の翌年は、受賞製品の展示をはじめと
して、広く山形のデザインやものづくりを
知っていただくための展示会を行います。
受賞製品が生まれた背景や開発者の想いを
取材し、パネルや映像で紹介するほか、トー
クイベントやものづくりワークショップ
等、様々な入口をご用意しています。

受賞企業と奨励企業の希望者を対象に、売
り場視点から販路開拓や商品企画について
学ぶブラッシュアップスクールを開催して
います。参加者の課題に合わせて、柔軟に
講師やテーマを設定し検討を行う実践的な
スクールとなっています。さらに販路開拓
の実践として、バイヤー向け見本市へも出
展します（主に生活用品系）。

受賞製品パンフレットを作成し、関係各所
に配布するとともに「やまがたのデザイ
ン」ホームページや SNS で紹介します。ま
た「いいもの山形」として県が行うブラン
ドプロモーションに関するイベントやウェ
ブでの発信などに取り上げられることで露
出の機会が広がります。

ものづくり企業とデザイナーが良好な関係
を築き、デザインを活用した製品開発やプ
ロモーションなどに取り組むきっかけをつ
くる事業として、デザイナーによる仕事紹
介・交流会を行っています。「やまがたのデ
ザイン」ホームページ上にある〝オンライ
ンデザ縁〞では、県内のデザイナーを紹介
し、随時マッチング支援を行っています。

受賞製品の PR 販路開拓 / デザイン活用
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山形エクセレントデザインこれまでの歩み

ベビーロック 縫工房 /
（株）鈴木製作所
ベンチ /（株）天童木工

HAKAMA JITATE シリーズ / 阿部産業（株）
オサカナツリ /（株）多田木工製作所

純米吟醸酒 つや姫なんどでも /
東の麓酒造（有）
いぐさロール /

（有）鏡畳店
介護用ソフト食まろやか食専科 /

（株）ベスト

・ロゴマークを制作
・選考のポイントを明記
・応募対象に食品を追加

大蔵村 棚田米 /
大蔵村棚田米生産販売組合
MOKULOCK もくロック /

（株）ニューテックシンセイ

買い物支援システムと
ローカルロジスティクスによる
地域活性化のためのデザイン /（株）チャンピオン
STON3/（株）エスパック

・応募対象にサービスや
　ビジネスモデル等
　「こと」を追加

籐具 ami シリーズ /
（有）ツルヤ商店
フロアランプ 木のあかり 韻 /
林木工芸（有）

金山杉タウンファニチャー
トライアングルベンチ・テーブル /（株）カネモク
ティポット/（有）鋳心ノ工房

穂波シリーズ /
穂積繊維工業（株）
全開口スリット型円形側溝
ボーダードレーン /
山形新興（株）

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回

東京展
［新宿パークタワー］

東京展
［新宿パークタワー］

東京展
［新宿パークタワー］

東京展
［新宿パークタワー］

山形展
［霞城セントラル他］

山形展
［やまがた藝術学舎］

山形展
［悠創館］

山形展
［悠創館］

山形展
［悠創館］

山形展
［とんがりビル］

山形展
［東北芸術工科大学］

山形展
［遊学館］

2001

2006

1997

1997 1999

1999

2001 2003 2006 2009 2011

2011

2013

2013

2015

2015

2017

2017

2019

2019

2021

2021

2009

2003

2002 2004 2005 2007 2010 2012 2014 2016 2018 20202008

選定と展示

COLON CORPO/（株）コロン
いなごふりかけ /（有）佐藤商店
COOL WOOD/（株）シェルター

木質ペレットストーブ OU/（株）山本製作所
gura yamagata/（株）旅篭町開発
SakuranBox/（株）丸定

刺し子ミシン Sashiko/（株）鈴木製作所
木製サッシ 夢まど ドレーキップ / アルス（株）

20年以上に渡って継続してきた歩みを各回の受賞製品（一部）とともにご紹介します。

ロードシリーズ /
（株）クラフト
デジタルファブリック
鯛ドレス /

（有）織元山口
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作り手の想いが伝わる
ブランディング

受賞企業インタビュー

阿部産業株式会社は大正8年に草履の製造を始
め、戦後はライフスタイルの変遷に合わせて
様々な注文に応えるスリッパメーカーとなりま
した。2007年からは自社商品開発に取り組み始
め、その成果が順調に実を結んでいます。
— 自社商品として最初に開発したのが米沢織
の袴地を使った「KINUHAKI」。他にはない高級
な室内履きとして今でも時々取材を受けるそう
ですが、そもそも開発のきっかけは何だったの
ですか？
2000年を過ぎた頃から、市場に海外製の安い商
品が大量に入ってきました。それまでは当社も
問屋からの受注だけでやってきたのですが、受
注が徐々に減ってきてしまい、このままではま
ずいと思って県が主催するデザイン塾に参加し
たのです。そこで講師の山田節子氏（銀座松屋）
と出会い、指導いただきながら作ったのが

「KINUHAKI」です。米沢には立派な袴地がある

のだからそれを使って新しい商品を生み出して
いこうと。「KINUHAKI」のコンセプトは袴をイ
メージした〝たたむ・仕舞う・携える〞だったの
ですが、それを実現するために全く一からのス
タートでした。商品開発ってこんなに大変なも
のなのかと。価格の設定も、一足2万円ですか
らね。本当に購入してくれる人がいるのかなと
半信半疑でした。
—でも実際は受け入れられた、というか結果的
に新たなニーズを掘り起こした感じですよね。
ええ。高級旅館で使っていただいたり、様々な
メディアに取り上げられて話題になったことで
新たなお客様との出会いも生まれましたね。
—2011年の大賞「HAKAMAJITATE シリーズ」
は、KINUHAKI の形を継承しながらも絹ではな
く合成繊維の袴地を使い、ピクニックシーンを
想定した底の広いバッグや折り畳みのチェア等
と合わせたラインナップになっています。ス
リッパ以外のアイテムは初めてだったと思いま
すが、その辺りはいかがでしたか？
このバッグは普通のバッグの作り方とは違っ
て、バッグデザイナーでイギリス在住の和井内
京子氏が一週間ほど泊まり込んで、うちの機械
やスリッパづくりの工程、作り手のスキルを見
た上で、スリッパの技術を活かして作れるバッ
グを提案してくださったのです。将来的にはス
リッパだけではなく他の商品も作っていこうと

阿部産業株式会社
代表取締役 阿部弘俊／専務 阿部宏子

2009 エクセレントデザイン奨励賞
　　　袴地仕立ての室内履き「KINU HAKI」
　　　葉ラッパ leaf・ribbon
2011 エクセレントデザイン大賞 HAKAMA JITATE シリーズ
2015 エクセレントデザイン入賞 麻のスリッパ「さふら」
2019 エクセレントデザイン ブランドデザイン賞
　　　ABE HOME SHOES 帆布バブーシュ

いうのと、海外展開も視野にありました。実際、
バッグは海外でも販売したのですが、スリッパ
の方は販売ルートがなくて。やっぱり販路は大
事だなと痛感しました。
—その後は「麻のスリッパ「さふら」」を開発。
これはブラッシュアップスクールの中で開発し
た商品ですね。
ええ。これまではデザイナーが引っ張ってくれ
たお陰で形にすることが出来ました。でもいざ
自分たちでやってみようとなった時、何からや
れば良いか分からなくなってしまって。スクー
ル講師の日野明子氏から「（スリッパづくりの
プロである）自分たちが一番欲しいスリッパっ
て何？」と問われた時、やっぱり「履き心地」だ
ろうと。ちょうど麻の素材の良さに魅かれてい
たので、麻を使って「履き心地」を追求したス
リッパを作ることにしました。それと草履表の
時代から河北町でずっとやってきているので、
町の PR も出来ると良いなと思ったり、手間ひ
まかけて作っていることを伝えるワンポイント
を考えたりと、楽しかったですね。
—そして自社ブランドの「ABE HOME SHOES」
を立ち上げられました。

「さふら」開発のときに初めて、自分たちがやり
たいことって何だろうと考えました。商品とし
て形にすることも大事だけれど、阿部産業を全
然知らない人にはどうやってその想いを伝えた

ら良いのか悶々としていた頃に、デザイン事務
所コロンと出会い、それはブランディングする
ことで出来るんだということを教えてもらっ
て、そこから一緒に取り組んでいきました。社
員全員にアンケートをとって、改めて会社のこ
とをみんなで考えました。そこから「家に帰っ
て来たらほっとできるようなもの」というコン
セプトが生まれて、室内履きでもルームシュー
ズでもない、「ホームシューズ」という言葉が出
てきたのです。ぴったりだと思いました。
— ブランディングに取り組んで変わったこと
はありますか？

「ABE HOME SHOES」立ち上げと同時に開発
した「帆布バブーシュ」が好評だったのは、ロゴ
や商品タグ、ホームページ等のイメージを揃え
たことが大きいと思います。それからスタッフ
が自分たちも「ABE HOME SHOES」のものづ
くりに参加しているという意識が芽生えたこと
ですね。NHK のサラメシに取材された時、全国
からすごい反響でした。みんなが一生懸命に
作っているのが伝わったのだと思います。
—今後はどんなことをしてみたいですか？

「ABE HOME SHOES」の新しい商品も作って
いきたいですし、海外にももっと広げられたら
良いですね。工場にショップを併設したり、見
学できるように整えて、お客様や地元の人が集
まれる場になれたら良いなと思っています。

問屋依存のビジネスに危機感

デザインを活用した
自社商品開発

国内外から注文増加
OEMと自社商品の比率が逆転

デザイナーと共に
ブランディングを実施
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花が身近にある暮らしを
届けたい

1975年に創業以来、造花やコサージュ、そして
ボトルフラワーと花に携わる仕事を続けてきた
株式会社サンカ。エクセレントデザイン2021で
は「ドライフラワー専門店 sanka」が入賞し、コ
ロナ禍で需要が落ちた生花をドライ加工するこ
とで新たな価値を生む取り組みが評価されまし
た。
— サンカはドライフラワー専門店を始める前
はボトルフラワーを作られていたのですよね？
丸型や八角形のガラス容器にドライ加工した花
をアレンジして密閉したもので、主に問屋から
注文をもらって製作していました。百貨店のリ
ビングフロア等で販売される商品ですが、百貨
店自体がなかなか厳しい状況になっていたの
で、このままではいけないと思っていました。
— そうした中で自社商品の開発に取り組まれ
たのですね。
前社長がエクセレントデザインの常連だった

（有）ツルヤ商店の会田社長と親しくて、「商品
開発で悩んでいるなら一度工業技術センターに
相談してみたら」と言われて訪ねたのがきっか
けです。と言っても、その頃わたしは会社の中
で黙々とガラス加工をしていたので（笑）、商品
開発は前社長ともう一人の社員さんにまかせっ
きりだったのですが。

～工業技術センターと共同で商品開発した
「lien（リアン）」は、野に咲く草花を自然な姿で
ガラス管に閉じ込めたボトルフラワーです。
ターゲットを設定し、目指す売り場を想定した
上でアイデア出しを行い、これまでやったこと
がなかった茎が付いた状態でのドライにも挑戦
してもらって実現しました。それぞれに花言葉
が添えられているのでギフトにもぴったりな商
品です。～

—「lien」については当時どう思われました？
可愛らしい商品だなと。従来のボトルフラワー
は工業製品の感覚に近くて、なるべくバラつき
がないように作らなければならなかったのです
が、「lien」は自然な花の姿を活かすために一つ
一つアート作品を作るような感覚で製作してい
ます。
—その後、大切なものを仕舞っておける小物入
れが付いた「le bois（ルボワ）」や、現代の小さな

株式会社サンカ
代表取締役 後藤貴之

2013選外
2015選外
2017奨励企業
2019奨励企業
2021エクセレントデザイン入賞 ドライフラワー専門店 sanka

仏壇に対応した「仏花」など商品開発を続けて
こられて、エクセレントにも継続的に応募くだ
さったのですが、2013、2015は選外、2017、
2019は奨励企業となかなか受賞には至りませ
んでした。

「またダメだったかー」というのが本音です。で
も落ちたからといって落胆せず、受賞するまで
頑張ろうという気持ちでしたね。
—その後のブラッシュアップスクールで、実際
に東京のショップ巡りをしたり、お客さんへの
価値の伝え方を学ばれたのは良かったと思いま
す。
そうですね。当社独自のドライ製法をどのよう
に伝えれば良いか考えたり、初めて出展したイ
ンテリアライフスタイルリビング展では多くの
バイヤーから高評価をいただけました。SNS の
活用についても写真の撮り方からアドバイスを
いただけたのはとても役に立っています。
— そ し て つ い に、「 ド ラ イ フ ラ ワ ー 専 門 店
sanka」で受賞。そもそもお店をオープンしよう
と思われたきっかけは？
2020年の春にコロナの影響で百貨店の売り場
が閉まりましたよね。そこから従来のボトルフ
ラワーの売り上げがどんどん減ってしまって…
廃業した問屋さんもありました。ただそんな中
でも、「lien」の注文は変わらなくて。それと、
コロナになる少し前ですが、ボトルにアレンジ

する前のドライフラワーをブーケのような形に
して売ってみたことがあり、それが意外に好評
だったのです。それで売り場がなくなったのな
ら自分たちでやってみようと思い、2021年1月
にこの店を立ち上げました。花市場では、結婚
式や卒業式などの式典関係が出来なくなって生
花の行き場がないという話も耳にしましたか
ら、少しでも貢献したいという気持ちもありま
した。
—これからどんなことをしてみたいですか？
山形の地物の花をもっと店舗で紹介していきた
いです。お店を始めてから以前よりも市場に行
く機会が増えたのですが、そこで農家さんや市
場の方から面白い話をたくさん聞けるので、お
店でも積極的に伝えていきたいと思っていま
す。山形の花は素晴らしいものなんだと思って
もらえるような取組みを考えていきたいです
ね。
— エクセレントデザインに関わってきて良
かったことは？
ブラッシュアップスクールのような長期的な勉
強会は他業種の人と知り合えるから嬉しいで
す。悩んでいることが似ていたりすると、自分
のところだけじゃないんだなと安心したり、そ
ういうやり方もあるのかと気づかされたり。横
のつながりはとても大切だと思います。

問屋依存のビジネスに危機感

デザインを活用した
自社商品開発

新ビジネス展開
（ドライフラワー専門店オープン）

販路拡大（セレクトショップ・ECサイト）
ライフスタイル系雑誌に掲載

受賞企業インタビュー
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お問合せ
山形デザインコンペティション実行委員会
事務局：山形県工業技術センター連携支援部デザイン科
〒 990-2473 山形県山形市松栄 2-2-1
TEL  023-644-3222
E-mail  yxdesign@yrit.pref.yamagata.jp
https://www.yamagatanodesign.jp
facebook・Instagram  〝やまがたのデザイン〞


